
 

 

 

２０２２年８月１１日 

 

ダイハツ、ガイキンドインドネシア国際オートショー２０２２に 

「ロッキー」ハイブリッドモデルやコンセプトカー「AYLA BEV」などを出展 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイハツ工業株式会社（以下 ダイハツ）のインドネシアの現地法人であるアストラ・ダイハツ・モー

ター（以下ＡＤＭ）は、８月１１日（木）～２１日（日）にジャカルタで開催される「ガイキンドインド

ネシア国際オートショー２０２２（以下ＧＩＩＡＳ２０２２）」に、日本で販売しているコンパクトＳＵ

Ｖ「ロッキー」のハイブリッドモデルやコンセプトカー「ＡＹＬＡ（アイラ） ＢＥＶ」など、全９台の

車両や技術展示物を出展します。 

 

 ２０２１年１１月に日本で発売した「ロッキー」のハイブリッドモデルは、ダイハツ独自の小さなクル

マに最適なシリーズ式ハイブリッドシステム「ｅ-ＳＭＡＲＴ ＨＹＢＲＩＤ」を搭載しており、海外のモ

ーターショーに出展するのはこれが初めてとなります。また「ＡＹＬＡ ＢＥＶ」は、ＡＤＭが自社のＲ

＆Ｄセンターにて製作した、コンパクトハッチバック車「ＡＹＬＡ」ベースのバッテリー電気自動車のコ

ンセプトカーです。 

ダイハツは、ＧＩＩＡＳ２０２２にこれら電動車を出展することで、プラクティカルな電動車によるサ

ステナブルな普及を推進する考え方を来場者にお伝えするとともに、７人乗りＭＰＶ※１「ＳＩＧＲＡ（シ

グラ）」や「ＡＹＬＡ」といったＬＣＧＣ政策※２適合車である低燃費、省資源なコンパクトカーを含め、

インドネシアにおけるカーボンニュートラルの実現に貢献していく企業姿勢を発信します。 

 

 ダイハツブースではその他に、２０２１年１１月にフルモデルチェンジした７人乗りＭＰＶの新型「Ｘ

ＥＮＩＡ（セニア）」や５人乗りコンパクトＳＵＶ「Ｒｏｃｋｙ（ロッキー）」といったＤＮＧＡ商品や、

７人乗りＳＵＶ「ＴＥＲＩＯＳ（テリオス）」などのドレスアップモデル、今年６月にマイナーチェンジ

した５人乗りコンパクトカー「ＳＩＲＩＯＮ（シリオン）」など、合計９台の車両と、「ｅ-ＳＭＡＲＴ Ｈ

ＹＢＲＩＤ」のユニットやＤ－ＣＶＴなどの技術展示物を出展します。 

 

 ダイハツは今後もインドネシアをはじめ、アセアンを中心とした各地域での自動車の普及および産業

発展、人材育成に貢献し、お客様の生活に寄り添った企業を目指します。 

 
※１：Multi-Purpose Vehicle 
※２：Low Cost Green Car。インドネシアのエコカー政策 

 

 

ＡＹＬＡ ＢＥＶ ロッキー（ハイブリッドモデル） 


